
本稿執筆中の令和3年11月現在、2回のワク
チン接種完了者の割合が全体の約75％にせま
るなか、第5波がようやく終息している状況
です。そんな状況である今だからこそ第6波
に備え、これまでの成功体験を多くの人に広
め、失敗を反省する絶好の機会ではないで
しょうか。

住み慣れた地域で自分らしいくらしを人生
の最期まで続けることができるよう、包括的
かつ継続的な治療・ケアを提供できるサービ
ス提供体制が地域包括ケアシステムと呼ぶな
らば、今回の「新型コロナウィルス感染症」
のパンデミックこそ、そのシステムを最大限
利用できるよう考えるときです。診断・治療
に携わってもらえる医師に協力要請し、それ
を現場で実践するために多職種間でも情報を
共有し各々が高い専門性をもって業務分担を
する。どの職種も欠けることなく、お互いが
連携・補完し合う『チーム医療』を実践して
いくときです。コロナ禍においてこそ西区医
療介護サポートセンターがその中心的役割を
担って欲しいと思います。

11月11日に開催された西区医療・介護関係
者の研修会では医師・薬剤師・看護師・ケア
マネが演者となりこのコロナ禍におけるそれ
ぞれの支援の実際や、みつかった課題などが
発表され活発にディスカッションされました。
コロナ患者への対応の難しさだけではなく多
職種で連携できたことによる成功体験にはじ
まり、濃厚接触者の可能性のある家族に対す
るサービス提供の不安や、面会制限のため自
宅で最期の療養を求める声に対応する際の負
担など、様々な職種の実際の現場の話が詳し
く聞けた非常に密度の濃い研修会になり、第
６波の際には十分役立てる情報がえられたの
ではないでしょうか。

まだまだ新型コロナウィルス感染症は我々
にとって未知のものです。ヨーロッパや韓国
ではワクチンの効果の低下に加え、ワクチン
接種率の増加したことから感染対策を緩め、
規制緩和をすすめた結果新規感染者が増加の
一途をたどっています。それを教訓にして日
本では、抗体価の低下する初回接種から約8
か月前後でのブースター接種（3回目のワク
チン接種）が実施にむけ動いています。それ
とともに、緩めることなく感染対策を続けて
いくことがいまわれわれのできる最善の方法
ではないでしょうか。感染者数がおさえられ
ている今こそ連携を強める絶好のタイミング
です。情報共有がその第一歩であり、一人で
も多くの職種の方に参加いただけるこのよう
な研修会の開催に今後も医師である我々が主
体となって協力していき、連携を深めていき
たいと思います。

「コロナウィルス禍における多職種連携」
神戸市西区医師会 副会長 久野 英樹 氏
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現在新型コロナウィルス感染者数は、今年
の夏の感染拡大が信じられないくらい減少し
てきています。11月25日現在兵庫県の新規感
染者７人、入院患者３３人（うち重症者４
人）で自宅療養者１３人となり緊急事態宣言
も解除されたことにより、街に人が戻ってき
ました。ただ、これで新型コロナウィルス感
染症との闘いが終わった訳ではないというこ
とは広く周知されています。

コロナ禍の中、私たち歯科衛生士の業務に
も大きな影響がありました。第一波の時は、
PPEの不足によりアルコール、マスク、グ
ローブ、ペーパーエプロン、防護衣、フェイ
スシールド等が手に入りにくい状況になり、
歯科医院内の診療でも訪問診療でもどれも必
需品だったので大変苦労しました。

感染拡大により、肺炎に対する恐怖から誤
嚥性肺炎への危機感が高まり口腔健康管理に
対する関心を持つ方が増えたと感じる時もあ
りました。

在宅支援において私たち歯科衛生士の役割
は、口腔機能状態の把握と改善・維持、そし
て安全に口から食べていただけるように支援
することではないかと思います。その方に
合った口腔ケアを行うこと、それはもちろん
大切ですがそれだけで終わるのではなく、こ
れからは私たちが訪問させていただいた時だ
けお口を綺麗にして気持ちよくなっていただ
くだけではなく、それを維持していくために
患者様と一番長く接しておられるご家族に口
腔ケアの手技をお伝えし、継続に繋がるよう
にご家族にも寄り添い患者様のために尽力し
ていくことだと思います。

現在、緊急事態宣言が解除され西区でも
様々な業務が再開し、以前のように私達も活
動できるようになりました。神戸市から委託
されている高齢者の介護予防講座やフレイル
改善通所サービス、赤ちゃんとお母さんのた
めの健康教育、幼児と保護者のための児童館
で行う健康教育、保育園児向けの健康教育な
どあらゆるライフステージの方々に向けた事
業が再開されました。１０月には兵庫県栄養
士会と共に神戸市「チャレンジ神戸！ＫＯＢ
Ｅ健幸プログラム」（高齢者の保健事業と介
護予防の一体型実施）に参加してきました。

オーラルフレイルがフレイル進行の前兆で、
放置が大切ですると栄養摂取が困難となり、
フレイルや要介護状態につながることや、よ
く噛めない・うまくのみ込めないなどささい
なお口の変化に早く気づいてオーラルフレイ
ルを予防することあることを説明し、目標を
持ち予防と対策で介護を必要としない健康寿
命の延伸について講話をしました。

また、障がい者施設からの依頼で施設職員
が１日３回行っている利用者様への口腔ケア
をより良くするために直接職員の方にご指導
させていただくことを目的として月２回施設
に伺うという事業が１０月より新たにスター
トしました。

兵庫県歯科衛生士会からも１０月１６・１
７日にメリケンパークにて行われた、「ふれ
あいの祭典 ふれあいフェスティバル㏌神
戸」に参加をしました。ブースの出展もでき、
久しぶりに市民の方とふれあう事ができまし
た。斎藤元彦兵庫県知事も歯科衛生士会の
ブースに足を運んで下さいました。

最後になりますが、４年前から西区医療介
護サポートセンターの西区課題抽出検討会議
に参加させていただくようになりましたが、
参加する中で私たち歯科衛生士はもっと多職
種との地域連携や情報の共有できるよう繋が
りを持つ努力が必要だと感じました。

今後も歯科医師会の先生をはじめ、各関係
団体からのご指導もいただきながら頑張って
まいりたいと思いますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

「西区での業務紹介 ～在宅支援について～」

兵庫県歯科衛生士会 西区理事 江尻 真美 氏



■ 研修会報告 令和３年 ８月～１0月実施 ～地域で生きるために～

■第9回多職種連携事例検討会
開催日時：令和3年8月19日㊍14:00～15:30
場 所：オンライン（Zoom） 参加者：53名
テーマ：在宅看取りのおける多職種連携
内 容：事例説明、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、意見交
換(ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄﾙｰﾑ)、質疑応答
参加職種：医師、歯科医師、薬剤師、看護師、
リハ職、MSW、ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ、福祉用具、包括他

座長･ﾊﾟﾈﾘｽﾄ:向原クリニック 向原進一医師
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：さくら薬局明舞松が丘店 黒田英津子氏
111すみれ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝｻﾃﾗｲﾄ神戸西 西山 剛司氏
111 〃 松村美奈子氏：事例提供
111ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰすみれWEST 勢川加容子氏
111ゆう・たるみ(訪問入浴) 山岸 宣威氏
11111111111111111111111

事例：ホスピスに
11111111111111111111111入院していたがコ
11111111111111111111111ロナ禍で家族との
11111111111111111111111面会制限から在宅
11111111111111111111111療養を選択し退院。
11111111111111111111111退院後約３か月間
自宅療養し家族等に看取られ永眠されたケー
スを実際の支援者が振り返る。
ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：事例を振り返り、各専門職
より「支援・役割」「ﾁｰﾑが大切にした事、
協働支援した事」を検討➡「ｷｰﾊﾟｰｿﾝが、家
族から友人に変更時の対応」「仕事復帰希望
を失わず療養と看取りの現実の中、刻々と変
化する本人･ｷｰﾊﾟｰｿﾝ･家族に対して支援者が
連携して対応」以上の点についてﾊﾟﾈﾘｽﾄより
貴重な発表をいただきました。
質疑応答：「在宅看取りにおける本人や家族
の意志決定」「独居身寄りのない方の在宅看
取り」「独居の方の看取りの現状」等をﾊﾟﾈﾘ
ｽﾄの皆様よりご意見を頂き学びました。
学 び：[ｱﾝｹｰﾄより一部紹介]・在宅看取り
は本人だけでなく家族全体をｻﾎﾟｰﾄする必要
がある。・情報共有の大切さを改めて感じ
た。・ﾊﾟﾈﾘｽﾄの情報の多さや家族友人の調整
学びになった。等の意見が寄せられました。
まとめ：4/15ﾜｰﾙﾄﾞ･ｶﾌｪ「在宅看取り」の課
題[本人･家族の気持ちの揺れ動きのﾌｫﾛｰ、情
報共有、在宅看取りでの支援ﾁｰﾑの在り方]を
向原医師が携わったｹｰｽ支援者によるﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨ
ｽｶｯｼｮﾝを通して課題が明確になった。ｱﾝｹｰﾄ
より「内容はとても素晴らしかった。今後増
えてくる可能性があるので参考になった」等。
又事例検討会の学びについての問いでは「と
ても役立つ･やや役立つ」96%高評価でした。
今後の課題：ｱﾝｹｰﾄより在宅看取り未経験者
が38％。それを踏まえてACPや在宅看取りに
ついての研修会開催を検討していきます。

■第11回ワールド・カフェ♪
(多職種によるグループワークを活用した研修）

開催日時：令和3年10月21日㊍14:00～15:00
場 所：オンライン(Zoom） 参加者：37名
テーマ：病院と在宅との連携について
内 容：退院時ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの現状と問題について
兵庫県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ中央病院 医療福祉相談
室長 阿部解子氏より報告。
後ﾃｰﾏに沿ってｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ・発表。
参加職種：医師、歯科医師、
薬剤師、看護師、MSW、PSW、
ﾘﾊ職、ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ、あんしんすこ
やかｾﾝﾀｰ職員、施設職員

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ：1ｸﾞﾙｰﾌﾟ3～4人、各ｸﾞﾙｰﾌﾟ進行役
は事前に決め、ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄﾙｰﾑにて
『地域医療連携室について思うこと』
『病院と多職種連携について思うこと』
『患者さん・利用者の地域生活をふまえて
111退院支援を行うには』を話し合いました。
後、８職種の方に発表をいただきました。

学 び：アンケート一部紹介
【問】「研修会参加目的は」⇒“地域連携室
について知りたい”“連携するにあたり、他
職種の方々の意見が聞きたい”“地域連携室、
退院支援を学びたい”「研修会で得たもの
は」⇒“課題がみつかった”“話し合いの大
切さ、共有、すり合わせの重要性”“伝える
項目を再度検討”“情報共有する場が大切”
「研修会は役立つものでしたか」⇒５段階評
価で5・4と高評価でした。
まとめ：地域医療連携室の方からの報告より
学び、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸでは、話しやすい進行によ
りﾗｳﾝﾄﾞ毎に活発な意見交換ができました。8
人の発表者の意見より、多職種と話すことで、
新たな気付き、連携の学びに繋がった事が伺
えました。ｵﾝﾗｲﾝですが、ﾜｰﾙﾄﾞ･ｶﾌｪ♪に皆様、
楽しんでご参加いただけたご様子でした。
今後の予定：皆様からのご意見を、第10回多
職種事例検討会(R4年2～3月頃開催予定)の内
容に反映させていただきます。

左上から松村NS,向原医師,勢川CM
左下から西山OT、山岸氏、黒田薬剤師 各ラウンドまとめ

阿部解子氏



■第16回医療介護関係者による研修会
開催日時：令和3年11月11日㊍18:00～20:00
場 所：オンライン(Zoom） 参加者：66名
テーマ：新型コロナの情報共有し、明日から
の多職種連携にいかしていこう！
内 容：【第1部】講演「新型コロナウィル
ス感染症～電話診療・往診からみえた現状に
ついて～」【第2部】ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ「コロナ
支援のこれまでとこれから」質疑応答
参加職種：医師、歯科医師、薬剤師、看護師、
リハ職、歯科衛生士、管理栄養士、ケアマネ
ジャー、訪問介護職員、通所介護職員、あん
しんすこやかｾﾝﾀｰ職員

座 長：西区医師会 副会長 中本 博士氏
講 師：西区医師会 副会長 久野 英樹氏
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：枝吉調剤薬局 管理薬剤師 宮城 要氏
111たまつ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 看護師 長田 敏子氏
11111111あいの森 管理者 藪本眞理子氏

講演会：「第4～5波の電話診療・往診・施設
対応について」「電話診療では患者の不安を
共有し、傾聴して寄り添うことが大事」「保
健師、薬剤師、看護師、医師がチームとなる
ことで病床逼迫している状況においても力強
い後方支援となりえる」等

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：「薬局における調剤支援(薬の
配送と服薬指導)」では、配送の際の準備、

服薬指導について。「訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝから見
えた課題と提言」では、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症
に関わる訪問看護の６つのﾎﾟｲﾝﾄ他について。
「ｺﾛﾅ感染症『第三波』と『第五波』比較し
てみてｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実践の影響」では、ｺﾛﾅ禍
ﾀｰﾐﾅﾙ入院患者が最期は自宅を選択される方
が多かった他について。これからは、連携の
重要性をﾊﾟﾈﾘｽﾄよりお話を伺いました。
11111111111111111111

質疑応答：各職種へ
1111111111111111111「新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症自
11111111111111111111111宅療養者への健康
11111111111111111111111管理支援」「ｺﾛﾅ患
11111111111111111111111者宅への訪問時の
11111111111111111111111姿勢・ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ」
1111111111111111111111「ﾜｸﾁﾝ供給」「同職
1111111111111111111111 種との連携」等、
11111111111111111111111多数頂きました。

学 び：ｱﾝｹｰﾄより「多職種の実践を伺い、
今後自分にできる事を行っていきたい」「現
場の大変さがよく伝わりました」「講師・ﾊﾟ
ﾈﾘｽﾄから出された課題を検討していきたい」
等、多数ご意見を頂きました。研修会は「大
変役立つ・役立つ」と高評価でした。

まとめ：現場でご尽力されている方々からの
お話は、各職種今後の「課題・気付き」を得
る貴重な機会になりました。今後も、新型コ
ロナウィルス感染症の動向に注視し、状況に
応じて研修会開催を検討をしていきます。

西区医療介護サポートセンターは、医療、介護、福祉の関係者からの在宅医療に関する相談への対応や、各種の研修、

市民の方への在宅医療・介護に関する普及啓発などの業務を行っております。医療・介護・福祉関係者の皆様、お気軽に
ご相談ください。

西区医療介護サポートセンター コーディネーター：溝端

受付時間：月～金曜日（祝日・年末年始を除く）電話：078-797-7830 FAX:078-797-7831

西区医療介護サポートセンター：https://kobe-iks.net/area/nishi

★次号は令和４年４月発行予定です

■ 研修会報告 令和３年１１月実施 ～地域で生きるために～

※「西区サポセン通信」Vol.1～今月号までホームページに掲載し
ています。上のQRコード・URLからご覧いただけます。

西区の在宅療養を支える医療･介護の地域資源情報
を、西区地域資源マップ作成委員会の皆様と共に「西
区医療介護地域資源マップ」を2018年3月・2020年3月
に発行。この度、2021年度版を掲載事業所の皆様のご
協力のもと発行する事ができました。ご協力いただき
ました事業所様ありがとうございました。今後、在宅
療養支援・多職種連携に、事業所内でご活用下さい。
11間もなく、西区３師会事務局、掲載事業所、基幹病
院・行政機関へお届けいたします。

掲載事業所[西区内]：病院、診療所、歯科診療所、保

険調剤薬局、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ、居宅介護支援事業所、

あんしんすこやかｾﾝﾀｰ、小規模・看護多機能型居宅介

護、介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護、介護老人保健施設、特定施設入居者

生活介護、認知症対応型共同生活介護 ※掲載許可を

頂いた事業所を掲載しています。未掲載事業所のお問

い合わせは、西区医療介護サポートセンターまで。

開催予定日時 場所 テーマ

R4.2月10日㊍

14:00～15:40

オンライン

(Zoom)

講演会「糖尿病を持つ人を地域で支えるために出来ること」
講師：糖尿病内科かいせいクリニック 院長 松田友和氏

糖尿病看護認定看護師 阿部 梢氏

R4.3月頃㊍

14:00～15:30

オンライン

(Zoom)予定

第10回多職種事例検討会（仮）入退院事例について

パネリスト：調整中

左上から中本医師,久野医師
左下から宮城薬剤師,長田NS,藪本CM

■ 西区医療介護地域資源マップ2021年度版発行

■ 研修会開催予定(詳細は西区医療介護サポートセンターのホームページをご覧ください）

https://kobe-iks.net/area/nishi

